
競技注意事項 

 

１．競技規則について 

 (1)本大会は、2026 年度(公財)日本陸上競技連盟競技規則、競技会における広告および展

示物に関する規定、本大会申合せ事項により実施する。 

(2)2026 年度世界陸上競技連盟（ＷＡ）競技規則を適用する（ワールドランキングコンペ

ティション（ＷＲｋ）申請大会）。ただし、男女 5000ｍＷは適用外とする。 

(3)競技会における広告および展示物に関する規程は国内規程を適用する。 

２．練習について 

(1)練習会場及び競技場では、逆走、チューブ・牽引ロープ等の器具を使った練習、レー

ン内にミニハードル・マーク等を置いて行う練習は、危険防止のため禁止とする。 

(2)投てき練習は危険予防に特に留意すること。 

(3)投てき競技においては必ず競技役員の指示に従って練習すること。 

(4)走路の使用は原則として次のとおりとする。状況により変更があるときは係員の指示

に従うこと。 

 

３．招集について  

 (1)招集所は、100m スタート地点（西マラソンゲート付近）に設ける。 

 (2)招集開始および完了時刻は競技時刻を基準とし下記の通りとする。 

種目 予選 準決勝 決勝 

招集時刻 開始 終了 開始 終了 開始 終了 

トラック 30 分前 20 分前 30 分前 20 分前 30 分前 20 分前 

フィールド     60 分前 50 分前 

フィールド(棒高

跳) 

    70 分前 60 分前 

混成競技     30 分前 20 分前 

㊟混成競技については、第 1 日および第 2 日の最初の競技種目のみ招集所で行う。

各日 2 種目目以降は混成競技役員の確認を受け指示に従うこと。 

(3)招集完了時刻に遅れた競技者は、当該種目を棄権したとみなして処理する。 

(4)招集の手順について 

◎メイン競技場　♦1～2レーン：中長距離　♦3～6レーン：短距離　♦7～8レーン：ハードル

練習可能時間は開門時刻～９：００まで

◎補助競技場　♦1～2レーン：中長距離　♦7～8レーン：（ホームストレートのみ）：100ｍHと110ｍH

♦3～6レーン：短距離（スタートダッシュはホームストレートスタート地点）

♦第1曲走路からバックストレート及び第2曲走路にかけての7～8レーン：400ｍH



ア 競技者は、招集開始時刻に招集所で待機し、最終確認を受けること。その際アスリー

トビブス、名前、校名、スパイク、衣類、持ち物等の点検を受けること。 

イ ビデオ装置、レコーダー、ラジオ、CD プレーヤー、トランシーバーや携帯電話もし

くはそれらに類似した機器を競技区域内に持ち込むことはできない。 

ウ 代理人による招集の最終確認は認めない。多種目を同時に兼ねる競技者は多種目同

時出場届を競技者係（招集所）に提出し、競技進行に支障のないようにすること。 

エ 欠場する場合は当該種目の招集開始時刻までに欠場届を競技者係（招集所）に提出

すること。 

オ リレーオーダー用紙について、あらかじめ招集所で受け取り必要事項を記入し、各

ラウンドの第 1 組の招集完了時刻の 1 時間前までに競技者係（招集所）に提出するこ

と。（準決勝、決勝も同様） 

カ 多種目同時出場届、欠場届、リレーオーダー用紙は招集所に用意する。 

キ アスリートビブスについて 

(ア)所定の大きさのままで胸と背にはっきり見えるように付けること。ただし、跳躍種目

については胸または背にのみに付けるだけでもよい。 

（イ）トラック種目に出場する競技者は、腰ナンバー標識を競技役員から受け取り、右腰

臀部に付けること。ただし、4×100mR の第 1・第 2・第 3 走者及び 4×400mR の第 1 走

者は使用しない。また、4×400ｍR の第 2・第 3 走者は左腰臀部に付けること。5000m、

10000ｍ及び 5000mW においては、周回の確認のため、トランスポンダ付きの腰ナンバー

標識を使用する。トランスポンダ付きの腰ナンバー標識は左腰臀部に付け通常の腰ナンバ

ーは右腰臀部につける。 

（ウ）混成競技の最終種目では、それまでの総合順位の上位者から順に別ビブスを付け、

右腰臀部にはレーン番号の腰ナンバー標識を付けて競技する。 

ク 競技用靴について 

（ア）スパイクは全天候舗装用で 11 本以内とし長さは９mm 以下とする。走高跳とやり

投の場合は 12mm 以下とする。 

（イ）靴底の最大の厚さは下表のとおりとする（混成種目を含む）。 

 

≪参考≫ＷＡが承認した競技用靴リスト https://certcheck.worldathletics.org/FullList 

 

（ウ）競技者は WA 承認シューズリストのシューズを着用していることを前提とし、招集

所や競技者受付などで競技者全員のシューズチェックは行わない。ただし、審判長が疑義

種　目 シューズ底の厚さ

８００ｍ未満の種目（ハードル含む） ２０ｍｍ以内

８００ｍ以上の種目 ２０ｍｍ以内

跳躍種目、投てき種目 ２０ｍｍ以内（前部が踵より厚くなってはならない）

競歩 ４０ｍｍ以内



を抱いた場合、競技開始前、競技中、または競技終了後に競技用靴の検査を行う場合があ

る。 

ケ 競技実施場所の入退場は競技役員の指示に従うこと。また、トラック種目を終えてス

タート地点に戻る場合は、競技場外またはスタンド下ダッグアウトを通ること。 

（５）学連登録時の氏名と番号がプログラム上のそれと異なり、主催者側に過失が認めら

れない場合は、競技に出場できないことがある。 

４．欠場について 

(1)欠場については、大会の権威と運営の円滑化のため極力避けること。 

(2)やむを得ず欠場する場合は、欠場届（大会受付及び招集所に用意）に監督がサインを

し、招集開始時刻までに競技者係に提出すること。 

(3)無断で欠場した場合、その競技者は以降の出場を認めない。 

５．競技の抽選ならびに番組編成について 

(1) トラック競技の予選のレーン順及びフィールド競技の試技順は、プログラム記載の

順序による。 

(2) トラック競技の準決勝・決勝の組合せ及びレーン順の決定は主催者で行う。トラッ

ク競技の次のラウンド進出者を決める際に同成績があった場合、次の方法で選出する。 

①800ｍ以下及びリレー競技での同成績の競技者は、レーンに余裕があれば次のラウンド

に進出できる。レーンに余裕のない場合は、該当競技者または代理人によって抽選をする。 

②1500m については、同成績の競技者は全て次のラウンドに進出できる。 

(3) 男女 5000m、男子 10000m、男子 3000mSC はタイムレースで行う。 

(4) 予選において欠場者が多く、8 名以下になった場合、予選を取りやめ決勝の時刻に

決勝レースを行う。 

６．競技について 

 (1) アスリートビブスは本年度登録番号を使用し、胸及び背中に確実につけること。た

だし、跳躍種目に関しては、胸または背中のいずれかに 1 枚つけるだけでも良い。 

(2) トラック種目について 

 ア 短距離種目では、安全確保のため、フィニッシュライン通過後も自己レーン（曲走

路）に沿って進むこと。 

 イ 不正スタートについて、混成競技を除き、一度の不正スタートでその責任を有す

る競技者は失格とする。混成競技においては各レースで 1 回目の不正スタートは

失格にならないが、その後に不正スタートをした競技者は全て失格とする。 

  ウ 4×100mR の第 2・第 3・第 4 走者は、主催者が用意するマーカーを 1 か所使用

することができる。マーカーは競技者係が招集所で渡し、そのマーカー以外使用

してはならない。 



  エ 5000m 以上の種目では、競技実施当日の気象条件（気温、湿度）等を考慮し、安

全と健康管理上の判断で給水を行う場合がある。なお、この給水に使用する水、コ

ップは主催者が用意する。 

(3) フィールド種目について 

  ア 跳躍及びやり投の競技者は、助走路の外側（走高跳は助走路内）にマーカーを 2

個まで置くことができる。サークルで行う投てき競技の競技者は、マーカーを 1 個

だけ置くことができる。このマーカーはサークル直後あるいはサークルに接して

おくこと。マーカーは主催者が用意し、そのマーカー以外は使用してはならない。 

 イ 高さの跳躍のバーの上げ方は下表のとおりとする。（天候等により変更する場合が

ある） 

 

＊男子走高跳は登録記録で均等に 2 ピットに分け、同じ高さから始める。2 ピット間でで

きる限り、同じ高さで進行するようにする。 

＊エントリー数でピット数、申込み記録で高さを最終調整する。 

 ウ 混成競技における跳躍のバーと上げ方は下表のとおりとする。（天候等により変更す

る場合がある） 

＊混成男子走高跳は競技開始前に記録を申請してもらい、上位と下位の 2 ピットに分け

て実施する。原則として、両ピットとも練習の高さは上記通りに揃えるが、進行につい

てはそれぞれのピットに任せる。なお、2 ピット間に著しい記録差があり、練習の高さ

が不適切である場合には、上位記録のピットにおいて選手の了承を得た上で変更して

もよい。 

エ 走幅跳は２ピットで実施する。（混成女子を除く） 

オ 三段跳の踏切版は、女子は砂場からの距離を 10m もしくは 9ｍ及び 11m に設置する

かを資格記録により最終調整する。男子は資格記録によって１３ｍか１１ｍのどちらで

競技をするのか競技開始前に協議して決定する。 

(4) 同時申し込みについて、ＷＲｋ対象種目には競技規則(TR)4.3 を適用する。（≪抜粋）

試技を行うべき順序の際に競技者が不在の場合は、その試技時間が過ぎればパス扱いとす

る。） 

種目 練習 1 2 3 4 5 以後1人になるまで

男子走高跳 1ｍ70 1ｍ75 1ｍ80 1ｍ85 1ｍ90 1ｍ95 ３㎝ずつ

女子走高跳 1ｍ30 1ｍ35 1ｍ40 1ｍ45 1ｍ50 1ｍ55 ３㎝ずつ

男子棒高跳 3ｍ40 3ｍ60 3ｍ80 4ｍ00 4ｍ20 4ｍ30 10㎝ずつ

女子棒高跳 2ｍ00 2ｍ20 2ｍ40 2ｍ60 2ｍ80 以後10㎝ずつ

種目 練習

男子走高跳 1ｍ45

女子走高跳 1ｍ25

男子棒高跳 2ｍ60

以後１人になるまで

１回目の高さを1ｍ50とし、以降1人残るまで3㎝ずつ

１回目の高さを1ｍ30とし、以降1人残るまで3㎝ずつ

１回目の高さを2ｍ80とし、以降1人残るまで20㎝ずつ



７．競技用具について 

(1) 競技用具は競技場備え付けのものを使用する。 

(2) 棒高跳のポールは個人所有のものを使用できる。 

(3) 投てき用具については次の通りとする。 

 ア 個人所有のものを使用する場合は、日本陸連検定品かつ WA 認証品のみとする。 

 イ アについて、WA 認証品かどうかの証明は、持ち込んだ競技者が行うこと。 

 ウ ア及びイについて、投てき用具の検査は、原則、競技開始 1 時間 50 分前から 1 時

間 30 分前までの間に本競技場西マラソンゲート側器具庫（100m スタート側）内で行う。

その投てき用具は検査後から競技終了までは主催者側で預かる。 

８．表彰について 

(1) 各種目上位 3 位までに入賞した競技者は表彰式を行う。結果の正式発表後ただちに

（本人が多種目に出場の場合は代理人が）メイン競技場ロビーの表彰控室に集合すること。

表彰時の服装は競技用ユニフォームを原則とする。 

(2) 4 位～8 位の入賞者は表彰控室にて賞状を受領すること。 

(3) 各種目得点は 1 位 8 点、2 位 7 点以下 6 点、5 点、4 点、3 点、2 点、1 点とする。同

順位が複数(n)生じた場合は順位点の合計を n で除した得点とする。 

(4) 学校対抗得点で男女とも総合 1 位の学校に優勝杯を、3 位までの学校に賞状を授与す

る。また、トラック、フィールド部門で男女とも得点 3 位までの学校に賞状を授与する。

(5) 男子最優秀選手またはリレーチームに菅沼賞を、女子最優秀選手またはリレーチー

ムに川村賞を授与する。 

９．その他 

(1) メインスタンドでの集団応援は、大会運営に支障をきたす場合があるため禁止する。

その他の場所においても、フィールド種目の進行の妨げとなるような応援はしないこと。 

(2) サイド・バックスタンドでの応援は一番下の手すりから５ｍ程度の範囲で行うこと。 

(3) 動画・写真の不審な撮影については競技者保護の観点から厳しく対応する場合があ

る（撮影した画像の確認、警察への通報等）。 

(4) 日傘を使用しながらの観覧・応援等については、メイン・サイド・バック各スタンド

を問わず、後方観覧者等の妨げにならないよう配慮すること。 

(5) メインスタンドでの部旗・横断幕・のぼりの掲示は禁止とし、サイドスタンドやバッ

クスタンドの一番下部の手すりに掲示すること。観客席においてはガムテープを使っての

掲示やシートや荷物、ロープ類等を使っての場所取りも禁止とする。 

(6) 各大学の待機場所はあらかじめ学連より割り当てられたメインスタンド裏コンコー

スやバックスタンド裏の場所とする。節度を守り、通行等の妨げにならないようにするこ

と。 

(7) サブグラウンドでのテントの設営は禁止する。 



(8) 医務院は本競技場メインスタンド下の医務室・雨天練習場医療エリア等で待機して

いる。大会出場中の急病・事故については応急処置を行うがそれ以外の責任は負わない。 

(9) 当日の記録・番組編成は本競技場正面玄関付近の掲示板に掲示する。 

(10) 貴重品の管理は各校・各自で行うこと。紛失の責任は負わない。 

(11) ゴミは各校・各自で持ち帰ること。 

 

競技場開場および閉場時刻 

             （メイン競技場）       （補助競技場） 

前 日 5 月 14 日(木) 開場：13:00 閉場：17:00  開場：13:00 閉場：17:00 

第 1 日 5 月 15 日(金) 開場： 7:00 閉場：19:00  開場： 7:30 閉場：18:00 

第 2 日 5 月 16 日(土) 開場： 7:00  閉場：19:00  開場： 7:30 閉場：18:00 

第 3 日 5 月 17 日(日) 開場： 7:00  閉場：16:00    開場： 7:30  閉場：16:00 

             （投てき練習場） 

前 日 5 月 14 日(木) 開場：13:00 閉場：17:00 

第 1 日 5 月 15 日(金) 開場： 7:30 閉場：18:00 

第 2 日 5 月 16 日(土) 開場： 7:30 閉場：18:00 

第 3 日 5 月 17 日(日) 開場： 7:30  閉場：11:10 

 

 


